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受動型センサーアレイに基づく
プライバシー配慮型見守り技術

○日本のような超高齢化社会においては、
高齢者をやさしく見守ることが重要である。
見守りシステムを利用する際に最も問題に
なるのが、プライバシーの保護である。プ
ライバシーに配慮しながら見守りサービス
を提供するためには、カメラなどを使わず
に、さまざまな簡易センサー（人感、圧力、
ビーコン等）を室内に設置する方法がある。
提案技術は単一種類のセンサーだけで作ら
れるアレイを使用する。実験結果によると、
少数のセンサーで構成されたアレイを使っ
ても、居住者の位置、活動強度などを推測
することができる。

○実験に使用するセンサーアレイ（下の写
真と図）は、5x3個の赤外線センサーで構
成され、天井に設置されている。各セン
サーの出力はベルヌーイ分布に従い、１/
0が出る確率は居住者の位置と活動強度な
どに依存する。短時間で測ったセンサー出
力の移動平均で１が出る確率を計算し、そ
れに基づき、居住者の位置と活動強度を推
定することができる。一つのセンサーだけ
では、存在の有無しかわからないが、アレ
イ全体の情報を利用すれば、機械学習に
よって位置・活動強度などの情報を引き出
すことができる。

○現在、実験室の中でプロトタイプを構築
し、実証実験を行っている。位置・活動
（強度）の認識については良好な結果が
得られているが、人の追跡や複数ユーザ
対応などに関しては、今後さらなる実証
を進めていく。

○センサーアレイの実装や実環境での設置
などに関しては、アレイの小型化とセン
サー性能の安定化などの課題が残ってい
る。関連企業と共同開発し、商品化して
いきたい。

本技術は、赤外線センサーのオンオフ信号
のパターンから部屋にいる人の位置と活動
の様子を推測するもので、プライバシーに
配慮した見守りを実現します。使用するセ
ンサーも安価であること、また部屋の広さ
や環境に応じたカスタマイズも容易である
ことから、さまざまな状況での活用が可能
です。高齢者に対する優しい見守りだけで
なく、人の動きをプライバシーを保護しな
がらモニタする場面において、多様な利用
方法が考えられる技術です。

センサーアレイの写真（左）と配置図（右）

センサーモジュー
ルは、USBでホス

トに繋ぐ。データ
の損失がなく、電
池不要。

活動強動は、「拍
手」の速さで決め
る。実験では、８
種類の強度につ
いて確認した。

実験結果

移動平均に
使用する窓
サイズ(1秒
=60データ
ポイント）

場所と強度を
同時に認識す
る精度（認識
率=正解数/

データ数）
1 0.434039

60 0.896758

120 0.965434

180 0.988105

240 0.994030

300 0.997100

360 0.997673

420 0.999401

480 0.998850

540 0.999337

600 0.999905

関連発明：モーションセンサを搭載したセンサ装置及び位置推定方法（特願2019-060649 【特許第7014439号】）
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